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「社会の中で生きるということ」
ローマの信徒への手紙13章
13:1 人は皆、上に立つ権威に従うべきです。神に
由来しない権威はなく、今ある権威はすべて神に
よって立てられたものだからです。
13:2 従って、権威に逆らう者は、神の定めに背く
ことになり、背く者は自分の身に裁きを招くでし
ょう。
13:3 実際、支配者は、善を行う者にはそうではな
いが、悪を行う者には恐ろしい存在です。あなた
は権威者を恐れないことを願っている。それなら、
善を行いなさい。そうすれば、権威者からほめら
れるでしょう。
13:4 権威者は、あなたに善を行わせるために、神
に仕える者なのです。しかし、もし悪を行えば、恐
れなければなりません。権威者はいたずらに剣を
帯びているのではなく、神に仕える者として、悪
を行う者に怒りをもって報いるのです。
13:5 だから、怒りを逃れるためだけでなく、良心
のためにも、これに従うべきです。
13:6 あなたがたが貢を納めているのもそのため
です。権威者は神に仕える者であり、そのことに
励んでいるのです。
13:7 すべての人々に対して自分の義務を果たし
なさい。貢を納めるべき人には貢を納め、税を納
めるべき人には税を納め、恐るべき人は恐れ、敬
うべき人は敬いなさい。
＊＊＊＊
この箇所では「社会の中でのキリスト者のあり方」
についてパウロは語っています。
結論からいえば、「上にある権威に従いなさい」と
いうものです。
現代人はこう言われると何となくどうなのかなと
感じる方もおられると思います。

一つ注意しておく必要があるのは、この当時は私
たちが今味わっているような民主主義とか個人の
権利であるとか、そういうものについては全く異
なる価値観が存在していたということです。
たとえば、パウロは奴隷の存在について、人権擁
護の立場から反対意見を述べることはしていませ
ん。
むしろ、彼らに対しても主人に従うようにと勧め
ています。
いくつか大切な要素を見ていきましょう。

1）上にある権威に従うということ
13:1 人は皆、上に立つ権威に従うべきです。神に
由来しない権威はなく、今ある権威はすべて神に
よって立てられたものだからです。
全ての権威は神様からの許しがあってこそ、成り
立つものだとパウロは考えています。
その権力の背後に神様の権威があり、わたしたち
が正しく行動するなら、権力者の不正については
神様が必ず何らかの形で介入してくださると信じ
ているのです。

2）良心のためにも
13:5 だから、怒りを逃れるためだけでなく、良心
のためにも、これに従うべきです。

パウロは絶対服従ということではなく、各自の良
心に従って判断すべきことも教えています。
つまり、ある場合には政府の命令に対して良心か
らの促しに基づいて反対することもあり得るわけ
です。
使徒言行録のなかに一つの事例があります。
公的権力（ユダヤ教の大祭司階級）がキリスト教
信仰の伝道を禁止するにいたった時、ペテロとヨ
ハネは、「神様に聴き従うよりもあなたがたに聞
き従うほうが神様の御前に正しいことかどうか、
判断してください。私たちは自分の見たこと聞い



たことを語らないではいられないのです」と返答
しました（「使徒言行録」4章 19～20節）。 
 
しかし、原則的に、初代教会は決して為政者に対
して反抗することはありませんでした。これはパ
ウロの場合にももちろんあてはまります。 
むしろ、パウロはこう教えています。テモテへの
手紙第一2章の言葉です。 
2:1 そこで、まず第一に勧めます。願いと祈りと
執り成しと感謝とをすべての人々のためにささげ
なさい。 
2:2 王たちやすべての高官のためにもささげなさ
い。わたしたちが常に信心と品位を保ち、平穏で
落ち着いた生活を送るためです。 
2:3 これは、わたしたちの救い主である神の御前
に良いことであり、喜ばれることです。 
2:4 神は、すべての人々が救われて真理を知るよ
うになることを望んでおられます。 
 
残念ながら私たちの良心は普遍的なものではあり
ません。文化的、思想的な背景によって良心が麻
痺したり、極端な反応を起こすことがあるのです。 
例えば、日本の武士は問題を起こした時「切腹」が
美徳として考えられていました。つまり、それが
当時の武士の良心による判断だったわけです。 
 
3）義務を果たすという姿勢 
13:7 すべての人々に対して自分の義務を果たし
なさい。貢を納めるべき人には貢を納め、税を納
めるべき人には税を納め、恐るべき人は恐れ、敬
うべき人は敬いなさい。 
 
基本的には国民として、その国の決め事に従う意
識が大切だということです。納税についても、社
会参加についても、ある程度の積極的な意識が必
要だということです。 
 

4）何にもまさって「愛」をもって、「目覚めて」
生きること 
13:8 互いに愛し合うことのほかは、だれに対し
ても借りがあってはなりません。人を愛する者は、
律法を全うしているのです。 
13:9 「姦淫するな、殺すな、盗むな、むさぼるな」、
そのほかどんな掟があっても、「隣人を自分のよ
うに愛しなさい」という言葉に要約されます。 
13:10 愛は隣人に悪を行いません。だから、愛は
律法を全うするものです。 
13:11 更に、あなたがたは今がどんな時であるか
を知っています。あなたがたが眠りから覚めるべ
き時が既に来ています。今や、わたしたちが信仰
に入ったころよりも、救いは近づいているからで
す。 
13:12 夜は更け、日は近づいた。だから、闇の行
いを脱ぎ捨てて光の武具を身に着けましょう。 
13:13 日中を歩むように、品位をもって歩もうで
はありませんか。酒宴と酩酊、淫乱と好色、争いと
ねたみを捨て、 
13:14 主イエス・キリストを身にまといなさい。
欲望を満足させようとして、肉に心を用いてはな
りません。 
 
それぞれの人生には終わりがあります。 
つまり地上での人生は有限なのです。だから、そ
の人生を最大限有益なものとして整えられて、愛
をもって生きるようにと勧められています。 
これは社会に生きる状況の中でとても大事な視点
です。 
何をするにも、愛をもって応答するということで
す。 
人生はいわゆる「勝ち負け」ではありません。 
人間的には誠実に生き、愛に生きたために損をし
たような気持ちになってしまうことがあるかもし
れません。にもかかわらず、神が私たちに求めて
いる生き方は「愛と誠実をもって生きなさい」と
いうことなのです。 



最終的には神が私たちの生き方を喜び、栄誉を与
えてくださいます。私たちの人生は永遠の神の御
手の中に置かれているからです。 
 
さらにいえば、何ができてもできなくても 
あなたの「存在」そのものがとても有益なものだ
と言うことを絶対に忘れてほしくありません。 
「人がひとりでいるのは良くない」と言われます
が、それは人は生まれる前から誰かに思われてお
り、誰かを思いつつ生きているという面からわか
るように「あなたの存在はそれだけで誰かに思わ
れてきたことの証しであり、だれかを思ってきた
ことの証しでもあります。そういうふうに個人個
人が成長し、それが社会の基盤になっています。 
あなたが「いる」そこに言葉に言い表せないほど
の重要なことがあるのです。。 
「いるだけで」社会の中で大切な役割を担ってい
ます。神はあなたを思い、あなたの存在をこの上
なく大切なものと考え、あなたを創造されました。 
だから喜んでそこにいてください。そして社会の
中で生きてください。 
あなたにしか触れることのできない人がきっとい
るはずです。 
 
祝福がありますように。 
 
 
 
＋＋＋＋ 
MACF礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/F0QfSo-lntY  

 
 


